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斬「町民アンケート」を実施しました。
　　～野木町総合計画策定に向けて～
斬お知らせ
　・今月（７月）は国民健康保険税・
　　介護保険料（普通徴収分）の納期です
　・国民年金保険料の免除制度
　・町職員を募集します
　・成人式実行委員を大募集！
　・やすらぎの郷野木霊園
　　　第２回募集のお知らせ

２頁

４頁
４頁
７頁
９頁

12頁

煙主な内容



　

町
で
は
、
現
在
の
総
合
計
画
で
あ

る
「
新
野
木　

計
画
」
が
平
成　

年

２１

２３

３
月
で
期
間
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
新
し
い
総
合
計
画
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
次
期
総
合
計
画
に
町
民
の
皆

様
の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
１
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、　

歳
以
上
の
町
民
３

２０

０
０
０
名
を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
便

に
よ
る
発
送
回
収
で
行
っ
た
も
の
で

す
。
回
収
率
は　

・
９
％
（
１
５
２

５０

７
人
）で
し
た
。　

今
回
そ
の
調
査
結

果
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
回
答
者
の
特
性

〈
性　

別
〉

〈
年　

齢
〉

〈
職　

業
〉

〈
居
住
年
数
〉

〈
定
住
意
向
〉

○
野
木
町
の
将
来
像

　

野
木
町
の
将
来
像
と
し
て
は
、「
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」が　

・
６２

３
％
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
、「
福
祉

と
医
療
が
充
実
の
町
」
が　

・
４
％
、

５０

「
豊
か
な
自
然
と
共
生
で
き
る
町
」

が　

・
４
％
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

２８

○
野
木
町
の
住
み
や
す
さ

（2）

～野木町総合計画策定に向けて～野木町総合計画策定に向けて～～

無回答
0.6％

男
42.0％

女
57.4％

男
42.0％

女
57.4％

問：町政策課　　　　　問：町政策課　撒撒(57)4113(57)4113

0 5 10 15 20 25 （％）

農業

自営業（商工業・サービス業）

自由業（医師・弁護士等）

会社員・会社役員

公務員・団体職員

パート・アルバイト

学生

主婦・主夫

無職

その他

無回答

3.4

4.9

0.7

25.0

4.8

11.8

2.6

22.9

20.3

3.0

1.2

無回答
0.8％

30年以上
31.1％

20～29年
29.8％

10～19年
19.9％

5～9年
6.9％

1～4年
9.2％

30年以上
31.1％

20～29年
29.8％

10～19年
19.9％

5～9年
6.9％

1～4年
9.2％

1年未満
2.3％

無回答
1.1％

住み続けたい
33.5％

住み続けると思う
42.6％

住み続けたい
33.5％

住み続けると思う
42.6％

将来移転すると思う
6.4％

条件が許せば移転したい
5.3％

早い内に移転したい
0.9％

わからない
10.2％

非常に
住みやすい

まあ
住みやすい

どちらとも
いえない

やや
住みにくい

非常に
住みにくい

無回答

11.9 62.0 15.5 6.2 2.9

1.6

11.9 62.0 15.5 6.2 2.9

（％）

1.6

無回答
0.7％

20代
10.7％

30代
12.6％

40代
12.0％

50代
23.1％

60代
23.5％

70代
17.4％

20代
10.7％

30代
12.6％

40代
12.0％

50代
23.1％

60代
23.5％

70代
17.4％

安全で安心して暮らせる町

福祉と医療が充実の町

豊かな自然と共生できる町

教育と文化で生きがいをもてる町

地域の特性を活かす町

魅力ある産業を振興する町

一人ひとりを尊重する町

基盤整備を優先する町

協働で社会貢献活動を実践できる町

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

62.3

50.4

28.4

10.4

9.6

6.4

5.4

2.8

2.6

1.5

2.8

「町民アンケート調査」
　　　を実施しました



　

野
木
町
は
、「
非
常
に
住
み
や
す

い
」（　

・
９
％
）
と
、「
ま
あ
住
み

１１

や
す
い
」
が　

・
０
％
、
両
者
を
合

６２

わ
せ
る
と　

・
９
％
の
方
が
供
住
み

７３

や
す
い
僑
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
非
常
に
住
み
に
く
い
」（
１
・
６
％
）、

「
や
や
住
み
に
く
い
」（
６
・
２
％
）を

合
わ
せ
た
供
住
み
に
く
い
僑
と
の
回

答
は
は
７
・
８
％
で
し
た
。

○
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

重
視
す
べ
き
環
境
条
件

　

住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に

重
視
す
べ
き
環
境
条
件
と
し
て
は
、

「
医
療
施
設
の
充
実
」（　

・
０
％
）、

３３

「
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
る

老
後
の
安
心
」（　

・
３
％
）、「
防
犯

２９

や
風
紀
の
状
態
」（　

・
３
％
）
が
上

２５

位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
町
政
全
般
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
施
策

　

町
政
全
般
に
お
い
て
、
特
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
施
策
は
、「
高

齢
者
や
障
が
い
な
ど
で
支
援
が
必
要

な
方
へ
の
対
策
」（　

・
３
％
）
と

３４

「
保
健
・
医
療
対
策
」（　

・
３
％
）、

３３

「
ご
み
処
理
・
清
掃
・
公
害
・
悪
臭

対
策
」（　

・
３
％
）
が
上
位
に
あ
げ

２５

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
合
併
に
つ
い
て

　

今
後
の
合
併
に
つ
い
て
は
、「
合
併

は
し
な
い
ほ
う
が
良
い
」
と
の
回
答

が　

・
７
％
と
半
数
近
く
を
占
め
て

４７
い
ま
す
。
ま
た
、「
わ
か
ら
な
い
」
と

の
回
答
も　

・
３
％
と
２
割
強
み
ら

２１

れ
、供
合
併
す
る
こ
と
が
良
い
僑
と
の

回
答
は　

・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２７

○
魅
力
あ
る
野
木
町
の
風
景

　

魅
力
あ
る
野
木
町
の
風
景
に
つ
い

て
は
、「
河
川
風
景
（
思
川
・
渡
良
瀬

遊
水
地
等
）」

を
あ
げ
る
人

が　

・
１
％

５５
と
多
く
、
半

数
を
超
え
て

い

ま

す
。

「
田

園

風

景
」（　

・
５

２７

％
）、「
ひ

ま

わ

り

畑

風

景
」（　

・
９

２５

％
）、「
野

木

町
煉
瓦
窯
や

社
寺
等
の
文

化
財
景
観
」（　

・
４
％
）
は
４
人
に

２５

１
人
強
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
自
由
意
見

　

こ
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
自
由
意
見
が
３
４
９
人
の
方
か

ら
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
町
・
職
員
・
議
員
な
ど
の
町
政
に

　

つ
い
て
…　

件
５３

◆
防
犯
・
防
災
等
安
全
対
策
を
充
実

　

し
て
ほ
し
い
…　

件
３３

◆
イ
ベ
ン
ト
・
祭
・
観
光
な
ど
の
充

　

実
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
…　

件
３３

◆
保
健
・
医
療
・
福
祉
を
充
実
し
て

　

ほ
し
い
…　

件
３０

◆
自
然
環
境
の
保
全
・
整
備
を
し
て

　

ほ
し
い
…　

件
２５

◆
商
業
施
設
の
誘
致
・
商
店
の
活
性

　

化
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
…　

件
１８

◆
悪
臭
対
策
を
し
て
ほ
し
い
…　

件
１０

　

今
後
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
町
議
会
議
員
、
有
識

者
、
団
体
代
表
者
、
公
募
町
民
の
皆

様
で
組
織
し
て
い
る
「
野
木
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
」
や
庁
内
組
織
で

あ
る
「
野
木
町
総
合
計
画
策
定
委
員

会
」
で
検
討
審
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
「
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
、
町
政
策
課

窓
口
（
カ
ウ
ン
タ
ー
）
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

（3）

県が推進する２市６町（野木町・栃木市・小山市・
藤岡町・大平町・岩舟町・都賀町・西方町）の

合併を推進することが良い

小山市と合併することが良い

古河市と合併することが良い

合併はしないほうが良い

わからない

その他

無回答

3.5

14.5

47.7

9.8

21.3

1.6

1.6

0 10 20 30 40 50
（％）

河川風景（思川・渡良瀬遊水地等）

田園風景

ひまわり畑風景

野木町煉瓦窯や社寺等の文化財景観

公園や街路景観

平地林風景

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60
（％）

55.1

27.5

25.9

25.4

15.5

15.2

2.9

5.2

医療施設の充実

高齢者サービスの充実による老後の安心

防犯や風紀の状態

犬や猫のフン公害への対応

住まい周辺の悪臭への対策

ごみの回収状況

近所の川や水路のきれいさ

日常の買い物の便利さ

周辺道路の整備状況

鉄道等交通機関の便

家庭排水の処理

公園や遊び場の広さや設備の充実さ

自動車その他の騒音や振動への対策

生涯学習のサービス

近所の人々のつきあい

日あたりや風通し

無回答

0 5 10 15 20 25 30 35
（％）

33.0
29.3

25.3
20.0

17.6
16.5
15.5
15.3
14.9

12.8
12.3

10.7
8.4
8.3
8.2

4.9

高齢者や障がいなどで支援が必要な方への対策
保健・医療対策

ごみ処理・清掃・公害・悪臭対策
自然環境の保全・活用
子育て支援の充実

交通安全・消防・防災対策
学校教育の充実

産業（農商工）の振興
児童・青少年の健全育成

市街地の整備
上下水道整備対策

生涯学習・スポーツの振興
町民参加の行政
消費者保護

観光・ブランドの発掘
土地の利用や規制
文化財の保護

その他
無回答

0 5 10 15 20 25 30 35
（％）

34.3
33.3

25.3
21.2
20.7
19.7

14.1
12.9
12.0
11.6
11.4
10.3
9.6

6.4
6.0
5.7

3.9
2.0
2.9



（4）

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り 

　
　
　

取
得
さ
れ
た
方
へ

　
　

年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
及

２１
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
に
対

し
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、

納
期
限（
７
月　

日
）ま
で
に
、
金
融

３０

機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
に
て
納
税

し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
２（　

）３
４
１
３

２３

国
民
年
金
保
険
料
の 

　
　
　
　
　
　

免
除
制
度

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
の
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

に
は
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は

「
猶
予
」さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）申
請

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
額
免
除
、

ま
た
は
一
部
納
付
と
な
り
ま
す
。

◎
賦
課
算
定
の
対
象
年
齢

医
療
保
険
分　

０
歳
〜　

歳
未
満

７５

後
期
支
援
分　

０
歳
〜　

歳
未
満

７５

介
護
保
険
分　
　

歳
以
上　

歳
未
満

４０

６５

◎
被
保
険
者
の
異
動
届
出

　

国
保
の
加
入
・
脱
退
に
は
、
自
ら

町
住
民
課
に
届
出
が
必
要
で
す
。
加

入
届
出
が
遅
れ
る
と
、
国
保
税
を
遡

っ
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
脱
退
届
出
が
遅
れ
る
と
、
い
つ

ま
で
も
国
保
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
は
、
国
保

税
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
が
、
所
得
の

申
告
が
無
い
と
世
帯
の
所
得
状
況
が

不
明
の
た
め
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
つ
い
て

　

対
象
者
に
は
９
月
に
、「
特
別
徴
収

税
額
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
（
次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に

該
当
の
方
）

　

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
と

　
　

な
っ
て
い
る

　

②
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
の
全

　
　

員
が　

歳
以
上　

歳
未
満
で
あ
る

６５

７５

　

③
年
額　

万
円
以
上
の
年
金
受
給

１８

◎
税
額
の
計
算
方
法

年
税
額
＝
均
等
割
＋
平
等
割
＋
所
得

　
　
　
　

割
＋
資
産
割

課
税
限
度
額
（
医
療
保
険
分　

万
円
、

４７

介
護
保
険
分　

万
円
、
後
期
支
援
分

１０

　

万
円
）

１２

　

納
付
書（
普
通
徴
収
分
）の
発
送
予

定
は
、
７
月　

日
で
す
。
納
期
は
７

１５

月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
８
回
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、国
保

税
）は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る

た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
お
金

を
出
し
合
い
相
互
扶
助
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
納
税
義
務
者

①
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

　

降
に
野
木
町
国
民
健
康
保
険
（
以

　

下
、
国
保
）
の
被
保
険
者
で
あ
る

　

世
帯
主

②
４
月
１
日
現
在
、
ま
た
は
そ
れ
以

　

降
に
擬
制
世
帯
主
（
世
帯
主
は
国

　

保
に
加
入
し
て
い
な
い
が
、
そ
の

　

家
族
が
加
入
し
て
い
る
場
合
）
で

　

あ
る
方

（4）

今今今今今今今今今今今
月月月月月月月月月月月（（（（（（（（（（
7777777777
月月月月月月月月月月

（
7
月
）））））））））））はははははははははは
国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

は
国
民
健
康
保
険
税税税税税税税税税税税
・・・・・・・・・・・

介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険

介
護
保
険
料料料料料料料料料料料（（（（（（（（（（
普普普普普普普普普普
通通通通通通通通通通
徴徴徴徴徴徴徴徴徴徴
収収収収収収収収収収
分分分分分分分分分分

（
普
通
徴
収
分
）））））））））））ののののののののののの

納納納納納納納納納納
期期期期期期期期期期
でででででででででで

納
期
で
すすすすすすすすすすす

税　率

課税標準区分

介護保険後期支援医療保険

１人につき

６，０００円

１人につき

６，２００円

１人につき

２２，０００円
 世帯内の被保険者数均等割

１世帯につき

６，０００円

１世帯につき

６，２００円

１世帯につき

２２，０００円
 一世帯一律に平等割

１．３％１．５％６．４％
 前年中の総所得金額

＋山林所得金額－33万円
所得割

４．３％７．０％３３．０％
 固定資産税額

(土地、建物にかかる分)
資産割

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



②
年
度
の
途
中
で　

歳
に
な
っ
た
方

６５

③
年
度
の
途
中
で
野
木
町
に
転
入
し

　

た
方　

な
ど

◎
保
険
料
の
段
階

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

２２

所
得
等
に
応
じ
て
左
表
の
よ
う
な
段

階
に
分
か
れ
ま
す
。

問
町
税
務
課　
　

撒（　

）４
１
２
１

５７

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り

納
め
る
方
（
普
通
徴
収
）

　

次
の
理
由
に
よ
り
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
天
引
き
）
以
外
の
方
が

対
象
で
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
や
退
職
年
金
、
遺

　

族
年
金
、
障
害
年
金
の
受
給
額
が

　

年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

（5）

年間保険料
算定

基準
対象者段階

２３，４００円
基準額

×0.5

生活保護受給者、本人および世帯全員が町

民税非課税で老齢福祉年金受給者
第１段階

２３，４００円
基準額

×0.5

本人および世帯全員が町民税非課税で、前

年の合計所得金額＋課税年金収入額が80

万円以下の方

第２段階

３５，１００円
基準額

×0.75

本人および世帯全員が町民税非課税で、前

年の合計所得金額＋課税年金収入額が80

万円を超える方

第３段階

４２，１００円
基準額

×0.9

本人が町民税非課税で、本人の前年の合計

所得金額＋課税年金収入額が80万円以下

の方（世帯内に町民税課税者がいる場合）

第４段階

①

４６，８００円基準額

本人が町民税非課税で、本人の前年の合計

所得金額＋課税年金収入額が80万円を超

える方（世帯内に町民税課税者がいる場合）

第４段階

②

５３，８００円
基準額

×1.15

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額

が125万円未満の方
第５段階

５８，５００円
基準額

×1.25

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額

が125万円以上200万円未満の方
第６段階

７０，２００円
基準額

×1.5

本人が町民税課税で、前年の合計所得金額

が200万円以上の方
第７段階

お知らせ

　

者
で
、
介
護
保
険
料
と
国
保
税
の

　

合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

　

１
を
超
え
な
い

◎
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
非
自
発
的

２２

な
失
業（
離
職
）に
よ
り
国
民
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
へ
の
保
険
税
の

軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
制
度
に
よ
る
軽
減
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
方
は
町
税
務
課
ま
で

申
請
を
し
て
下
さ
い
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
６
月
号
広
報
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全

体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。
そ
の
費

用
の
一
部
は
、　

歳
以
上
の
方
に
納

４０

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

６４

の
方
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
中
で
「
介
護
分
」
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
、　

歳
以
上
の
方
は
町
に

６５

直
接
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制
度
を

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶

３０
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
町
住
民
課　
　

撒（　

）４
１
４
０

５７

「納付」と「全額免除・一部納付」等と「未納」はこのように違います

未納
若年者猶予

学生特例
一部納付全額免除納付

×

（入りません）

○

（入ります）

○

（入ります）

○

（入ります）

○

（入ります）

年金受給

資格期間

×

（されません）

×

（されません）

○

（一部）

○

（２分の１）

○

（されます）

年金額に

計算



（6）

組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
地
域
で
の
取
り
組
み

　

地
域
で
は
様
々
な
食
育
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
食
育
を
推
進

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
食
生

活
改
善
推
進
員
会
等
で
親
子
で
参

加
で
き
る
料
理
教
室
や
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
も
多

数
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
づ

く
り
分
野
で
は
妊
娠
中
の
食
事
指

導
や
離
乳
食
勉
強
会
、
生
活
習
慣
病

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、供「
食
」の

大
切
さ
を
理
解
し
、「
食
」
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
深
め
、
健
康
な
心

と
体
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
僑
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
た
「
野
木
町
地

産
地
消
・
食
育
推
進
協
議
会
地
域
家

庭
部
会
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
家
庭
部
会
の
基
本
理
念
を
実

現
す
る
た
め
に
、
４
つ
の
基
本
目
標

と
施
策
を
た
て
、
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
し
ま
し
た
。
基
本
理
念
の

実
現
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で
取
り

　

町
で
は
、
地
産
地
消
・
食
育
推
進

協
議
会
を
設
け
、
３
つ
の
専
門
部
会

を
置
い
て
地
産
地
消
及
び
食
育
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
の

地
域
家
庭
部
会
に
お
け
る
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

食
べ
る
こ
と
は
、
人
間
が
生
き
て

い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、「
食
育
」
は
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
、
食
に
関

わ
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
・
団
体
が

連
携
し
、
地
産
地
消
及
び
食
育
活
動

（6）

み
ん
な
で
地
産
地
消
・
食
育
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

健
診
結
果
等
に
対
す
る
保
健
指
導
事

業
や
糖
尿
病
予
防
教
室
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
地

産
地
消
レ
シ
ピ
作
り
な
ど
地
産
地
消

へ
の
取
り
組
み
も
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

問い合わせ先　町健康福祉課　撒（５７）４１７１

「野木町地産地消・食育推進協議会地域家庭部会計画」ができました

「食」の大切さを理解し、「食」に 対する感謝の気持ちを深め、

健康な心と体と豊かな人間性を育みます。

基本理念

基本目標

①食育推進体制の

整備 

②食育月間等の普

及 

③「食事バランスガ

イド」の普及・啓発 

食育運動の展開

①米を中 心とした

「日本型食生活」の

提唱・普及 

②郷土料理の継承

③地産地消レシピ

の開発・普及

食文化の継承と

振興 

①食育講座等によ

る食育の推進 

②食関連事業者に

よる食育の推進 

③食育ボランティア

活動の充実 

地域での食育の

推進 

①「早寝早起き朝

ごはん」の推進

②「家族で囲む楽し

い食卓」の習慣化

とマナーの習得

③食べ残しの減少

や環境に配慮した

「もったいない」の

推進 

④ライフステージに

応じた栄養指導 

⑤行事食の実施 

家庭での食育の

推進 

食に対する関心

や感謝の気持ち

を持ちましょう

地元でとれた

ものを美味し

く食べましょう

毎日きちんと

朝ごはんを食

べましょう 

食の正しい知

識を身に付け

ましょう 

目標値
目標年（H２６）現状項　目

３．０％以下７．３％①中学生で朝食を食べない人の割合の減少

９５．０％以上９０．９％②1日3回規則的な食事を摂る人の割合の増加

１２．０％以下１５．７％③小児肥満の割合の減少

２０．０％以下２２．７％④３０歳以上の肥満(BMI25以上)の割合の減少

８０人以上６９人⑤食育の推進に関わるボランティアの数の増加

３０回以上２４回⑥親子食育体験教室開催数

１００作品―⑦地産地消レシピの作成

生産者団体・流通商

工団体・行政機関

20名

学校関係者・保育

関係者・PTA 代

表・行政機関

12名

乳幼児・児童生

徒部会
食育に関する団体・消

費者団体・流通商工団

体・学識経験者・行政

機関     8 名

地域家庭部会生産流通部会

野木町地産地消・食育推進協議会

生産者団体・流通商工団体・消費者団体・食育に関

する団体・学校関係者・保育関係者・PTA 代表・学

識経験者・行政機関  ２６名

◆地産地消及び食育体制



お知らせ

（7）

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

職
種
・
受
験
資
格

　

一
般
事
務
職　

5
名
程
度

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
で
、
大

２３

３１

　

学
・
短
大
・
高
等
学
校
・
専
門
学

　

校
卒
業
予
定
者
ま
た
は
卒
業
者
で
、

　

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

５８

　

れ
た
方

１
次
試
験
日　

９
月　

日（
日
）

１９

試
験
会
場　

白
鷗
大
学

試
験
方
法　

筆
記
試
験

申
込
受
付　

７
月　

日
〜　

日

１２

３０

※
来
庁
↓
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
郵
送
↓
７
月　

日
消
印
有
効

３１

受
付
場
所　

町
総
務
課

採
用
予
定　

平
成　

年
４
月
１
日

２３

※
募
集
要
項
を
、
７
月
１
日
か
ら
町

総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
町
総
務
課　
　

撒（　

）４
１
５
９

５７

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　

平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が

２１

義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
置
場
所
は
「
寝
室
」
で
す
。

（
※
煙
感
知
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）

　

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
階
段

に
も
設
置
し
ま
す
。

（
奏
功
事
例
）

「
ま
さ
か
！
」
の
火
事
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

事
例
１　

寝
た
ば
こ
で
本
当
に
寝
入

っ
て
し
ま
い
、
警
報
音
で
目
を
覚
ま

し
た
と
こ
ろ
、
布
団
か
ら
煙
が
で
て

い
た
。
あ
わ
て
て
風
呂
場
に
も
っ
て

行
き
、
浴
槽
の
水
に
浸
し
た
た
め
大

事
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
例
２　

寝
て
い
る
最
中
に
蹴
っ
た

布
団
が
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
て

出
火
、
警
報
音
で
目
を
覚
ま
し
初
期

消
火
し
た
た
め
、
大
事
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
「
単
独

　

型
」
と
「
連
動
型
」
が
あ
り
ま
す
。

・
単
独
型
に
つ
い
て

　

火
災
を
感
知
し
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
だ
け
が
警
報
を
発
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
火
災
を
感
知
す
る
と
、
こ
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
だ
け
が
警
報
を

発
し
ま
す
。

・
連
動
型
に
つ
い
て

　

火
災
を
感
知
し
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
だ
け
で
な
く
、
接
続
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

火
災
信
号
を
受
け
、
警
報
を
発
し
ま

す
。

　

野
木
町
、
小
山
市
で
は
平
成　

年
２１

６
月
１
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
設
置

義
務
と
な
り
ま
し
た
。
設
置
し
て
い

な
い
ご
家
庭
は
、
大
切
な
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
も
、
１
日
も
早
い
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
問
小
山
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）３
１
５
６

２１

　

野
木
分
署　
　

撒（　

）１
１
１
９

５７

パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
住
民
登

２２

１０

録
を
し
て
い
る
市
や
町
の
窓
口
で
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

県
の
窓
口
は
、
９
月　

日
で
申
請

３０

の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。（
パ
ス
ポ

ー
ト
の
交
付
は　

月　

日
ま
で
行
い

１０

２９

ま
す
。）

問
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
２
８（
６
３
８
）３
８
１
１

　

町
住
民
課　
　

撒（　

）４
１
２
６

５７

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
の
追
加
に
つ
い
て

　

町
が
実
施
し
て
い
る
各
種
予
防
接

種
の
実
施
医
療
機
関
に
、
こ
の
た
び

次
の
医
療
機
関
が
加
わ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

○
い
な
ば
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

丸
林
５
８
３
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）０
７
７
０

５７

問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７
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日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

積
極
勧
奨
の
再
開
に
つ
い
て

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
５
月
に
厚
生
労
働
省

１７

か
ら
、
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
る

旨
の
勧
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
「
第
１
期
の
標
準
的
な
接
種
期

間（
３
歳
児
）に
該
当
す
る
方
に
対
し

て
、
積
極
的
に
接
種
勧
奨
す
る
」
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
歳
児
以
降
の
方
に
つ
い
て
は
情

報
が
入
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

生
ご
み
分
別
と 

資
源
物
調
査
に
ご
協
力
を

　

町
環
境
委
員
会
で
は
、家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
生
ご
み
と
資
源
物
の
分
別

排
出
の
調
査
と
指
導
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

地
区
の
環
境
委
員
が
立
合
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

　

７
月
、　

月
の
生
ご
み
及
び
資
源

１０

　

物
の
回
収
日

場　

所

　

生
ご
み
集
積
所
・
資
源
物
回
収
場
所

内　

容

　

町
の
ご
み
出
し
の
決
ま
り
を
守
っ

　

て
い
る
か
。
資
源
物
回
収
コ
ン
テ

　

ナ
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調

　

査
し
、
必
要
に
応
じ
て
排
出
す
る

　

方
に
指
導
を
し
ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
３
１

５７

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

整
備
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　

野
木
町
で
は
第
４
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
様
々

な
事
情
に
よ
り
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
家
族
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
つ
つ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
地
域
密
着
型
介
護

老
人
福
祉
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
期
待
で
き
る
事
業
者
を
公

平
・
公
正
に
選
ぶ
た
め
に
、
施
設
整

備
を
行
う
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

整
備
予
定
施
設

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　

（
定
員　

名
、
３
ユ
ニ
ッ
ト
）

２９

募
集
期
間

　

８
月
２
日
〜　

日
３１

　

※ 
土
日
祝
日
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

応
募
要
項
等
の
配
布

　

７
月
９
日
〜　

日
３０

　

※ 
土
日
祝
日
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 
説
明
会
を
７
月
９
日（
金
）に
行
い

　

ま
す
。

　

応
募
要
件
、
選
定
方
法
な
ど
、
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
健
康

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
に
係
る

法
人
審
査
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
整

備
す
る
法
人
の
選
定
を
行
う
た
め
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
整
備
に
係

る
法
人
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
町
民
の
方
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
公
平
・
中
立
の

立
場
で
選
定
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
及
び
資
格

　

野
木
町
在
住
で
次
に
該
当
し
、
審
査
委

員
会
に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、
年
齢

は
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
と
し
ま
す
。

２２

　

○
第
１
号
被
保
険
者　
　
　

１
名

　
　

（
満　

歳
以
上
の
方
）　
　

６５

　

○
第
２
号
被
保
険
者　
　
　

１
名

　
　

（
満　

歳
以
上
満　

歳
以
下
の
方
）

４０

６４

申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持

参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
。

※ 
申
込
書
は
、
健
康
福
祉
課
で
配
布
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

公
募
期
間

　

平
成　

年
７
月
１
日
〜　

日

２２

２３

　
　

郵
送
の
場
合
、
消
印
有
効

選
考
方
法

　

公
募
者
の
中
か
ら
、
地
域
・
年
齢
・

性
別
等
を
勘
案
し
て
選
考
し
ま
す
。

会
議
開
催
日

　

平
成　

年
８
月
頃
か
ら
数
回
程
度

２２

　

※ 
会
議
は
原
則
と
し
て
、
平
日
の 
午
後

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
町
健

康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

個
人
事
業
税
の
納
税

　

８
月
は
、　

年
中
に
個
人
で
事
業

２１

を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事
業

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
め
る
額
は
、

原
則
と
し
て
所
得
額
か
ら
２
９
０
万

円
を
引
い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ

た
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

１
期
分
の
納
期
限
は
８
月　

日
で

３１

す
の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
２
期
分
の
納
付
書
は
、　

１１

月
上
旬
に
発
送
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
今
年
度
の
２
期
分（　
１１

月
）か
ら
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
２（　

）３
４
１
４

２３

（8）
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税率事業の種別区分

5/100
製造業、物品販売業、
不動産貸付業等

第一種
事　業

4/100
畜産業、水産業、
薪炭製造業

第二種
事　業

5/100
医業、弁護士業、
理美容業等第三種

事　業
3/100

あんま・はり・
きゅう 等の業等

お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
号（
８
頁
）に
「
□
個機

上
場
株
式

等
の
配
当
・
譲
渡
益
の
軽
減
税
制
の
延

長
」
と
あ
る
の
は
、「
□
上
場
株
式
等
の

配
当
・
譲
渡
益
の
軽
減
税
率
の
延
長
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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お
や
こ
食
育
教
室

　

自
分
で
や
る
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
！

親
子
で
い
っ
し
ょ
に
作
っ
て
、
い
っ

し
ょ
に
食
べ
る
！

　

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
食
生
活
改
善
推
進

員
に
よ
る
「
お
や
こ
食
育
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
夏
の
食
材
を
使
っ
た

楽
し
い
食
体
験
へ
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　

時　

８
月　

日
（
月
）

２３

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

会　

場　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

募
集
人
員　

先
着　

組
１２

参
加
費　

大　

人
３
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も
２
０
０
円

　
　
　
　

（
保
険
料
含
む
）

メ
ニ
ュ
ー　

ツ
ナ
の
焼
き
コ
ロ
ッ
ケ
、

　
　
　
　
　

サ
ラ
ダ
、
ご
は
ん
、

　
　
　
　
　

デ
ザ
ー
ト
（
予
定
）

申
込
期
限　

７
月　

日
１５

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え

　
　
　
　
　

町
健
康
福
祉
課
へ

主　

催　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

 
問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

米
粉
料
理
教
室
参
加
者
募
集

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
お
好
み
焼
き

目　

的

　

・
米
消
費
拡
大
事
業

　
　
　
　

（
栃
木
米
１
０
０
％
使
用
）

　

・
食
の
理
解
促
進

日　

時

　

第
１
回　

８
月　

日（
木
）

１９

　

第
２
回　

８
月　

日（
金
）

２０

　

※ 
両
日
と
も
午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　

正
午
で
同
じ
内
容
で
す
。

会　

場　

町
公
民
館

対　

象　

小
学
３
年
生
以
上
の
町
在
住
者

　
　
　
　
　
　

（
小
学
生
は
親
子
で
）

内　

容

　

★ 
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
と

　
　

お
好
み
焼
き
を
作
り
ま
す
。

定　

員　

各
日
先
着　

名
１５

費　

用　

１
０
０
０
円（
材
料
費
等
）

講　

師　

日
の
本
穀
粉（
株
）

申
込
方
法　

７
月　

日
〜　

日
ま
で
に

１２

１６

　
　
　
　
　

費
用
を
添
え
町
産
業
課
へ

用
意
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

問
町
産
業
課　
　

撒（　

）４
１
５
１

５７

生
垣
で
緑
化
し
ま
せ
ん
か

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

　

野
木
町
で
は
、
緑
の
あ
る
う
る
お

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
宅

地
の
道
路
面
等
に
生
垣
を
設
置
さ
れ

る
方
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

助
成
対
象
と
な
る
生
垣
は
、
造
園

業
者
等
に
よ
り
設
置
す
る
も
の
で
、

高
さ
等
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
垣
を
設
置

す
る
前
の
申
請
で
な
け
れ
ば
、
助
成

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

都
市
整
備
課
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
都
市
整
備
課　

撒（　

）４
１
６
１

５７

中
学
校
一
部
選
択
制

　

町
内
の
ど
の
中
学
校
へ
入
学
す
る

か
は
、
住
所
に
よ
る
通
学
区
域
に
基

づ
き
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
方
分
権
推
進
や
国
の

教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
児
童

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校

選
択
機
会
の
拡
大
と
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
、
通
学
区

域
制
度
の
規
制
緩
和
を
図
る
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
一
部
選
択
制
と
は
？

Ａ　

従
来
の
通
学
区
域
を
残
し
た
ま

　
　

ま
、
毎
年
度
決
定
す
る
受
入
生

　
　

徒
数
の
範
囲
内
で
、
希
望
す
る

　
　

別
の
中
学
校
へ
の
就
学
を
認
め

　
　

る
も
の
で
す
。

Ｑ
希
望
す
る
に
は
？

Ａ　

保
護
者
に
申
請
し
て
い
た
だ
き

　
　

教
育
委
員
会
が
所
定
の
手
続
き

　
　

を
と
り
入
学
を
決
定
し
ま
す
。

　
　

卒
業
ま
で
通
う
こ
と
、
自
力
で

　
　

通
学
で
き
る
こ
と
な
ど
を
条
件

　
　

と
し
ま
す
。

Ｑ
受
入
生
徒
数（　

年
度
入
学
）は
？

２３

Ａ　

野
木
中
学
校　
　
　
　

名
１５

　
　

野
木
第
二
中
学
校　
　

名
１５

※
受
入
枠
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

保
護
者
向
け
説
明
会

　

７
月　

日（
土
）　

午
前　

時
〜

３１

１０

　

町
公
民
館

学
校
見
学
会

　

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

　

各
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。
詳
細

　

は
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に
ご
案

　

内
し
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課
撒（　

）４
１
８
２

５７

成
人
式
実
行
委
員
を
大
募
集
！

　

町
主
催
の
成
人
式
は
、毎
年
新
成

人
に
な
ら
れ
る
方
々
で
実
行
委
員
会

を
設
け
、式
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

中
学
校
時
代
の
仲
間
と
成
人
式
に

実
行
委
員
と
し
て
参
加
協
力
し
て
み

ま
せ
ん
か
。多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。参
加
さ
れ
る

方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容

　

成
人
式
は
１
月
９
日（
日
）を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。
成
人
式
ま
で
に
４

　

回
程
度
の
実
行
委
員
会
を
開
催
す

　

る
予
定
で
す
。
式
の
運
営
方
法
等

　

を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
前
日

　

の
準
備
か
ら
当
日
の
式
典
等
の
運

　

営
ま
で
行
い
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（　

）４
１
８
８

５７

お知らせ

（9）



（10）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度

　

「
野
木
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
町
で
は
、
ご
自

宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
ら
れ
る
方
に
、

診
断
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
ご
自
宅
の
耐
震
診

断
を
受
け
た
い
方
に
対
し
て
費
用
の

一
部
を
町
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
が
今
住
ん
で
い
る
家
が
地
震

に
対
し
安
全
か
ど
う
か
診
断
を
お
受

け
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

対
象
住
宅

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

　

茨
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

　

芋
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅

　

鰯
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

　

允
昭
和　

年（
１
９
８
１
年
）５
月

５６

　
　
　

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

３１

　
　
　
　
　

（
旧
耐
震
基
準
建
築
物
）

対
象
者

　

茨
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
て
、

　
　

当
該
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

　

芋
町
税
の
滞
納
の
な
い
方

補
助
額

　

耐
震
診
断
機
関
（
栃
木
県
住
宅
耐

震
推
進
協
議
会
会
員
）
が
行
う
耐
震

診
断
に
要
し
た
費
用
の
２
／
３
以
内

を
町
が
補
助
し
ま
す
。　

た
だ
し
、

　

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

１０そ
の
他

　

申
請
書
等
は
町
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　

撒（　

）４
１
６
１

５７

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
制
度

　

町
で
は
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
を

受
け
ら
れ
た
方
で
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
行
う
耐
震
改
修
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
住
宅

　

茨
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
が
診

　
　

断
結
果
に
基
づ
い
て
行
う
耐
震

　
　

改
修
で
あ
る
こ
と
。

　

芋
木
造
２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅

　

鰯
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
住
宅

　

允
賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
住
宅

　

印
昭
和　

年（
１
９
８
１
年
）５
月

５６

　
　
　

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

３１

　
　
　
　
　

（
旧
耐
震
基
準
建
築
物
）

対
象
者

　

茨
対
象
住
宅
を
所
有
し
て
い
て
、

　
　

当
該
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

　

芋
町
税
の
滞
納
の
な
い
方

補
助
額

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の
１
／

２
以
内
を
町
が
補
助
し
ま
す
。
た
だ

し
、　

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

６０

そ
の
他

　

申
請
書
等
は
町
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　

撒（　

）４
１
６
１

５７

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

　

「
野
木
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
安
心
し
て
相
談

で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

県
が
認
定
し
た
「
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
を
派
遣
し
ま
す
。

　

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
町
民

の
要
請
に
応
じ
、
建
築
物
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
関
す
る
技
術
的

助
言
を
行
い
ま
す
。
町
が
派
遣
に
関

す
る
費
用
を
す
べ
て
負
担
す
る
た
め
、

個
人
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
そ

の
業
務
に
お
い
て
一
切
の
営
業
活
動

は
行
い
ま
せ
ん
。

派
遣
対
象

　

昭
和　

年（
１
９
８
１
年
）５
月　

５６

３１

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

※
た
だ
し
、
店
舗
併
用
の
場
合
は
、

　

店
舗
等
の
用
に
供
す
る
部
分
の
床

　

面
積
が
延
床
面
積
の
１
／
２
未
満 

　

と
し
ま
す
。

そ
の
他　

　

申
請
書
等
は
町
都
市
整
備
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
各
自
治
会
や
グ
ル
ー

プ
等
の
代
表
者
が
取
り
ま
と
め
、
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
都
市
整
備
課　

撒（　

）４
１
６
１

５７

人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

　

県
が
委
託
し
た
民
間
調
査
機
関
の

調
査
員
が
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
人
権

問
題
に
対
す
る
考
え
な
ど
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
を
本
調
査
以
外
に
利
用

す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
期
間　

７
月
１
日
〜
８
月
１
日

問
県
人
権
施
策
推
進
課

　
　

撒
0
2
8
‐
6
2
3
‐
3
0
2
6　

（10）

In
fo
rm
a
tio
n

　
　

月
１
日 
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

１０
工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
上
下
水
道
課
撒（　

）４
１
9
５

５７

問
町
都
市
整
備
課
撒（　

）４
１
５
７

５７

道路排水工事

８月下旬まで

下水道工事

９月下旬まで

お知らせ



７
月
７
日（
七
夕
）は

　

《
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
》

　

７
月
７
日
は
地
球
環
境
の
大
切
さ

を
考
え
る
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
で
す
。

こ
の
日
に
は
全
国
で
夜
８
時
か
ら　
１０

時
ま
で
あ
か
り
を
消
す「
七
夕
ラ
イ

ト
ダ
ウ
ン
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

各
家
庭
や
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、『
天
の
川
』を
見
な
が

ら
、地
球
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（　

）４
１
４
９

５７

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

　

地
域
を
限
定
し
て
仕
事
を
探
し
た

い
、
自
宅
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
空
い

て
い
る
時
間
を
活
か
し
て
仕
事
を
し

た
い
、
あ
る
い
は
、
福
祉
の
仕
事
に

関
心
が
あ
る
け
れ
ど
、
ま
だ
具
体
的

な
就
職
活
動
は
し
て
い
な
い
と
い
う

方
に
、
福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
実
際
の
仕
事
を
紹

介
す
る
場
と
し
て
、
ミ
ニ
面
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

日　

時　

７
月　

日（
木
）

２９

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　
　
　

（
受
付
は
３
時　

分
ま
で
）

３０

参
加
費
無
料
・
出
入
り
自
由

内　

容

　

●
ミ
ニ
面
談
会

　
　

エ
リ
ア
内
の
求
人
事
業
所
が
参 

　
　

加
し
、
採
用
担
当
者
に
仕
事
内 

　
　

容
や
応
募
条
件
な
ど
を
直
接
聞 

　
　

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

＊
採
用
面
接
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

　
　

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

＊
参
加
事
業
所
の
情
報
は
、
実
施

　
　

日
の
約
２
週
間
前
に
ホ
ー
ム
ペ

　
　

ー
ジ
、
又
は
直
接
等
セ
ン
タ
ー

　
　

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

●
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

栃
木
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

　
　

ス
タ
ッ
フ
が
、
福
祉
の
仕
事
に 

　
　

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

＊
仕
事
内
容
や
資
格
の
相
談
、
求

　
　

人
の
状
況
、
紹
介
あ
っ
せ
ん
、

　
　

求
職
登
録
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用

　
　

方
法
な
ど

会　

場　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

（
４
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室
）

小
山
市
中
央
町
２
‐
２
‐　
２１

問
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
事
業
者

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
介
護
支
援

専
門
員
を
養
成
す
る
た
め
の
試
験
で

す
。

日　

時　
　

月　

日（
日
）

１０

２４

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

会　

場

　

①
宇
都
宮
短
期
大
学
付
属
高
校

　

②
と
ち
ぎ
健
康
の
森

試
験
案
内
書
配
布
期
間
・
場
所

　

７
月
１
日
〜
８
月
２
日

　

町
健
康
福
祉
課
／
県
健
康
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
／
県
高
齢
対
策
課
／
と
ち

　

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
／
県
シ
ル
バ
ー
大

　

学
校
／
と
ち
ぎ
健
康
の
森

受
付
期
間
・
方
法

　

７
月
１
日
〜
８
月
２
日（
消
印
有
効
）

　

試
験
案
内
同
封
の
封
筒
で
簡
易
書

　

留
に
て
送
付

受
験
料　

８
０
０
０
円

問
社
会
福
祉
法
人

　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　
　

撒
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

　

町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
３

５７

「
お
口
の
健
康
」　
　
　

　
　

８
０
２
０
運
動
表
彰

　

８
０
２
０
運
動
と
は
、　

歳
に
な

８０

っ
て
も
、健
康
な
自
分
の
歯
を　

本
２０

残
そ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

　

小
山
歯
科
医
師
会
で
は
、こ
の
運

動
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
表
彰
事
業

（
粗
品
贈
呈
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
　

年
４
月
１
日
現
在
満　

歳
以
上

２２

８０

　

で
自
分
の
歯
が　

本
以
上
あ
る
方
。

２０

　

虫
歯
の
治
療
を
し
て
あ
っ
て
も
、

　

自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
該
当

　

し
ま
す
。
過
去
の
表
彰
者
は
応
募

　

で
き
ま
せ
ん
。

診
査
方
法

　

町
内
歯
科
医
院
及
び
町
保
健
セ
ン

　

タ
ー
に
て
歯
科
検
診（
無
料
）を
受

　

け
て
く
だ
さ
い
。
町
保
健
セ
ン
タ

　

ー
で
受
け
る
場
合
は
７
月
６
日
ま

　

で
に
電
話
で
町
健
康
福
祉
課
へ
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
実
施
日

酸
町
内
歯
科
医
院

　

７
月
１
日
〜
８
月
７
日

酸
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

７
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

応
募
方
法

　

検
診
を
受
け
る
歯
科
医
院
に
直
接

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（　

）４
１
７
１

５７

　

小
山
歯
科
医
師
会

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）５
９
５
４

２２

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
１
０

渡
良
瀬
大
会
参
加
者
募
集

　

４
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
で
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製　

人
乗
り
手
漕
ぎ
ボ
ー

１０

ト
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

日　
　

時　

８
月　

日（
土
）

２１

　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時　

　
　
　
　
　

※ 
雨
天
・
強
風
中
止

会　
　

場　

渡
良
瀬
遊
水
地
内
谷
中
湖

　
　
　
　
　

（
貯
水
池
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

参
加
資
格　

町
在
住
在
勤
者

参
加
部
門　

一
般
の
部

参
加
費　
　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
込
方
法　

１
チ
ー
ム　

名
編
成
で

１０

　
　
　
　
　

申
し
込
む（
性
別
問
わ
ず
）

申
込
期
限　

７
月　

日（
金
）

３０

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

問
町
生
涯
学
習
課
撒（　

）４
１
８
７

５７

お知らせ

（11）



In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

（12）

や
す
ら
ぎ
の
郷
野
木
霊
園

第
２
回
募
集
の
お
知
ら
せ

　

第
２
回
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

募
集
区
画
数

　

芝
生
墓
地　

２
３
２
区
画

　

普
通
墓
地　

１
１
４
区
画

　

合
葬
墓
地　
　

３
８
区
画

申
込
期
間　

７
月　

日
〜
７
月　

日

２０

３０

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
土
日
除
く
）

公
開
抽
選
会　

８
月　

日（
日
）

２２

　

エ
ニ
ス
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

　

詳
細
は
、
今
月
号
の
折
り
込
み
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

撒（　

）４
１
３
１

５７

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習
会

日　

時

　

９
月
９
日（
木
）

　

９
月　

日（
木
）

３０

※
両
日
と
も
午
後
２
時
〜
４
時

会　

場　

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館

受
付
期
限　

７
月　

日（
消
印
有
効
）

３０

対　

象

　

現
在
資
格
を
有
し
、
有
効
期
限
が

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
方

２３

３１

申　

込

　

申
込
書
類
は
７
月　

日
に
送
付
し

１２

　

ま
す
。

問
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
２
８（
６
２
６
）３
１
８
７

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

　

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日　

時　

７
月　

日
（
木
）

１５

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

　
　

（
受
付
は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

場　

所　

栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

　
　
　
　
　

小
山
市
犬
塚
３
‐
１
‐
１

相
談
内
容

　

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

　

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

　
　

訓
練
に
関
す
る
こ
と

　

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

　
　

関
す
る
こ
と

　

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

　
　

条
件
に
関
す
る
こ
と

問
県
小
山
労
政
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）４
０
３
２

２２

中
小
企
業
季
節
資
金（
夏
季
資
金
）融
資

　

本
年
度
も
中
小
企
業
の
皆
様
に
夏

季
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す

の
で
、是
非
御
利
用
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有
し

て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
及

び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
仕
入
れ
、ボ
ー
ナ
ス
の
支
払

い
な
ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

融
資
条
件

○
融
資
額

　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　

団
体　

１
億
円
以
内

○
融
資
利
率
�
年
２
・
０
％
以
内

　

※ 
保
証
付
責
任
共
有
制
対
象
外

　
　

の
場
合
は
１
・
５
％
以
内
、保
証

　
　

付
責
任
共
有
制
対
象
の
場
合
は

　
　

１
・
７
％
以
内

○
融
資
期
間
�
６
月
１
日

　
　
　
　
　
　

〜　

月
１
日

１１

融
資
の
申
込
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、信

用
金
庫
、信
用
組
合
及
び
商
工
組
合

中
央
金
庫
の
県
内
営
業
店

申
込
期
間　

７
月　

日
ま
で

３０

問
取
扱
金
融
機
関
又
は

　

県
経
営
支
援
課

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、個
々
の
希

望
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

就
職
支
援
を
行
う
た
め
に
、５
月　
17

日
か
ら
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま

に「
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し

ま
し
た
。ご
利
用
は
予
約
制
と
な
り

ま
す
の
で
、詳
細
は
、お
電
話
等
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
や
ま

撒
０
２
８
５（　

）１
５
２
４

２２

　
　
　

姉
０
２
８
５（　

）３
５
７
４

２４

停
電
事
故
防
止
の
お
願
い

　

「
農
事
用
ビ
ニ
ー
ル
（
防
虫
ネ
ッ

ト
）
な
ど
の
送
電
線
へ
の
付
着
や
飛

来
」
お
よ
び
「
移
動
式
ク
レ
ー
ン
な

ど
の
送
電
線
へ
の
接
近
」
に
よ
る
停

電
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

茅
農
事
用
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　

舞
い
上
が
り
防
止

・
ビ
ニ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
が
風
で
舞
い

上
が
り
、
電
線
に
接
触
し
て
停
電
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

使
用
中
は
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、
維

持
管
理
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

・
防
虫
ネ
ッ
ト
に
は
ア
ル
ミ
箔
が
付

い
て
い
て
電
気
を
よ
く
通
し
ま
す
の

で
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
放

置
せ
ず
、
早
め
の
回
収
を
お
願
い
し

ま
す
。

茅
移
動
式
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
接
近
防
止

・
送
電
線
に
近
づ
い
た
だ
け
で
放
電

が
起
こ
り
電
気
が
流
れ
感
電
す
る
と

と
も
に
停
電
事
故
を
起
し
ま
す
。

・
送
電
線
付
近
で
移
動
式
ク
レ
ー
ン

等
を
使
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
東

京
電
力
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
１
本
の
電
話
が
、
事
故
・
災
害

を
防
ぎ
ま
す
。

問
東
京
電
力
珂

　

茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
１
２
０（
９
９
５
）３
３
２

　

栃
木
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

撒
０
１
２
０（
９
９
５
）１
１
２



お知らせ

（13）

国
際
交
流
協
会
の
催
し

興 
韓
国
語
入
門
、
初
級
会
話
教
室

　

①
ハ
ン
グ
ル
の
基
礎
・
発
音
か
ら

　
　

始
め
る
入
門
ク
ラ
ス

　

②
ハ
ン
グ
ル
の
復
習
・
日
常
会
話

　
　

の
初
級
ク
ラ
ス

日　

時

　

７
月　

日
、　

日
、　

日（
土
）

１０

１７

２４

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

外
国
人
講
師

受
講
料　

３
０
０
円

定　

員　

①
入
門
ク
ラ
ス
�
６
名

　
　
　
　

②
初
級
ク
ラ
ス
�
６
名

申　

込　

７
月
１
日
〜
６
日

　

※ 
受
講
料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会

　
　

（
町
公
民
館
内
）へ（
土
・
日
除
く
）

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）０
２
８
８

５６

興 
英
会
話
入
門
（
基
礎
）

　

日
常
会
話
の
基
礎
を
メ
イ
ン
に
行

い
ま
す
。

日　

時

　

７
月　

日
、　

日
、　

日（
土
）

１０

１７

２４

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

外
国
人
講
師

受
講
料　

３
０
０
円

定　

員　

８
名

申　

込　

７
月
１
日
〜
６
日

　

※ 
受
講
料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会

　
　

（
町
公
民
館
内
）へ（
土
・
日
除
く
）

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）０
２
８
８

５６

興 
「
夏
の
花
を
楽
し
む
」
い
け
ば
な
講
座

日　

時　

７
月　

日
（
土
）

１７

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

場　

所　

町
公
民
館

講　

師　

草
月
流
師
範
（
国
際
交
流
協

　
　
　
　

会
会
員
）

対　

象　

外
国
の
方
、
日
本
の
方
を

　
　
　
　

問
い
ま
せ
ん
。

受
講
料　

３
０
０
円

定　

員　
　

名
先
着
順

１０

申　

込　

７
月
１
日
〜
９
日
（
土
日
除
く
）

受
講
料
を
添
え
町
国
際
交
流
協
会（
町

公
民
館
内
）へ

備　

考　

各
自
で
用
意
し
て
持
参
す

る
も
の

　

①
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

　
　

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

　
　

等
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
器
）

　

②
ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

　
　

呂
敷
程
度
で
可
）

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）１
６
７
３

５５

　

ま
た
は
撒
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
６
０
３
５

興 
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

日　

時　

７
月
４
・　

・　

日（
日
）

１１

１８

　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

場　

所　

町
公
民
館

対　

象　

町
在
住
、
在
勤
の
外
国
人

受
講
無
料

　

申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
国
際
交
流
協
会
専
門
部
会
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）０
２
８
８

５６

国
分
寺
特
別
支
援
学
校
見
学
会

日　

時

　

【
小
学
校
・
中
学
部
】

　

９
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜
正
午

　
　

月
４
日（
月
）午
前
９
時
〜
正
午

１０

　
　

月　

日（
土
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

１１

１３

２５

　

【
高
等
部
】

　

７
月
１
日（
木
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

７
月　

日（
水
）午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

２１

３０

１１

３０

　
　

月　

日（
土
）午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

１１

１３

２５

　
　

月　

日（
木
）午
前
９
時
〜
正
午

１１

１８

内　

容　

授
業
参
観
、
施
設
見
学
、

　
　
　
　

授
業
参
加
、
講
話
、
教
育

　
　
　
　

相
談
、
学
習
発
表
会
見
学
等

＊ 
実
施
日
の　

日
前
ま
で
に
直
接

１０

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　

（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

　
　
　

撒
０
２
８
５（　

）５
１
２
１

４４

　

町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

撒（　

）４
１
８
３

５７

「
と
ち
ぎ
の
ふ
る
さ
と

田
園
風
景
百
選
」募
集

　

栃
木
県
内
に
お
い
て
、自
然
環
境

と
一
体
と
な
っ
た
農
業
生
産
・
農
村

生
活
、お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
伝

統
文
化
等
に
係
る
風
景
で
、美
し
い

風
情
や
歴
史
性
、郷
愁
や
地
域
の
活

力
を
醸
し
出
す
な
ど
、百
年
後
に
も

誇
れ
る
継
承
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
風

景
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成　

年
９
月　

日
ま
で

２２

３０

応
募
資
格　

　

個
人
・
集
落
・
各
種
団
体
・
企
業
等

応
募
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用
紙

と
写
真
を
添
え
て
、町
産
業
課
に
提
出

問
町
産
業
課　
　

撒（　

）４
１
５
２

５７

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
連
携
事
業

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」を

　
　
　

一
般
公
開
し
ま
す

　

今
年
の「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」開
催
日
に
合
わ
せ
、「
野
木
町

煉
瓦
窯
」を
一
般
公
開
し
ま
す
。国
指

定
重
要
文
化
財
を
間
近
で
ご
覧
に
な

る
こ
と
の
で
き
る
、数
少
な
い
チ
ャ

ン
ス
で
す
。野
木
町
に
残
る
貴
重
な

産
業
遺
産
で
あ
る
ホ
フ
マ
ン
式
煉
瓦

窯
を
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日　

時　

７
月　

日（
土
）・　

日（
日
）

２４

２５

　
　
　
　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

野
木
町
煉
瓦
窯
敷
地
内

※
煉
瓦
窯
内
部
に
は
入
れ
ま
せ
ん
。
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町
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撒（　
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１
８
８

５７
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　ハサミ、セロテープ
　牛乳パック１本（つぶさな
　いで持参してください）
　参加費：無　料
　●午後の部
　「みんなでバルーンアート」
　講師：石川笑子（ピンコロ）
　＆小林秀治（おはなし冒険団）
　参加者持参：油性マジック、
　ハサミ
　参加費：材料費として一人５００円、
　当日集めます
対象　小学生と保護者
定員　午前、午後の部　各４０名
申込期間　７月３日～９日
申込方法　直接カウンター、電話、FAX
　　　　　（撒57-2811姉57-2812）
問おはなし冒険団　小林
　撒０２８７-２３-１７９５（姉兼用）
　ただし、電話の場合は、１９時～
　２２時の間で、お願いします。

ブックスタートをご存じですか？

ブックスタートとは…
　赤ちゃんと保護者に楽しい時間を
たくさん過ごしてもらうために、親
子のスキンシップを応援する活動で
す。
いつから…
　野木町では平成１６年４月からブッ
クスタートを始め、野木町に生まれ
たすべての赤ちゃんに絵本をひらく
楽しさを体験してもらいながら、絵
本を１冊ずつ手渡しています。４カ
月健診時にブックスタートをおこな
い、８カ月健診時にも絵本やわらべ
うたのお話をしています。
ブックスタートボランティア…
　直接、親子に絵本を手渡す役割を
担っているのは、図書館のブックス
タートボランティアのみなさんです。
　実際に絵本を使って、赤ちゃんに
言葉かけをしたり、わらうべたを歌
ったりしながら「赤ちゃんとこんな
風に遊んだら
楽しいです
よ。」と子育て
を応援するメ
ッセージを伝
えています。

　　　   元気の出るスポーツクラブのぎ事業

子どもサッカースクール
　サッカーに親しんだ事のない子供
たちに、広いピッチを自由自在に動
き回るサッカーの醍醐味を味わって
もらいます。
期　　日　７月１０日（土）
　　　　　８月７日（土）
　　　　　９月１８日（土）
　　　　　全３回　９：００～１０：３０
会　　場　町総合運動公園サッカー場
講　　師　鈴木　勝さん
　（公認Ｂ級コーチライセンス保持）
　　　その他、野木ＳＳＳスタッフ
参加料　　クラブ会員　　５００円
　　　　　非会員　　 　 １０００円
　　　　　　　　　　　（当日徴収）
持ち物　運動ができる服装、飲み物、タオル、着替え
　　　　サッカーボール（ある人のみ）
申込期間　７月１日～９日
申込方法　直接窓口へ又は電話にて

問町生涯学習課　　　　撒５７－４１８７

第26回野木町柔道大会

期　　日　７月１０日（土）
会　　場　野木中武道館

問大峯信夫　　　　　撒（５６）０１７４

  小学生水泳教室

日　時　７月２４日（土）、２５日（日）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
会　場　野木二中プール
参加無料
申　込　当日午前１０時までに会場へ
その他　低学年は保護者同伴

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

夏休みジュニアテニス教室

日　時　７月２４日、３１日
　　　　８月７日、２１日、２８日（土）
　　　　午前７時～９時
会　場　町総合運動公園
対　象　町在住小中学生
定　員　先着２０名

参加費　２０００円
申込期間　７月５日～１３日
　　　　　※定員になり次第締切
申込方法
　参加費を添え町生涯学習課へ
その他　ラケット持参（貸出可）

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

プール無料開放事業

　野木二中プールを一般開放
開放日　７月２４日～８月２２日
　　　　毎週土・日曜日
　　　　※１４日（土）・１５日（日）を除く
開放時間　午前１０時～正午
　　　　　午後１時～４時
利用資格　町在住在勤者
※小学校低学年以下は保護者同伴
その他
・スイミングキャップ着用
・コインロッカー１００円（リターン式）
・水中歩行、低学年児童用に１コー
　ス調整台設置（水深１ｍ以下）
・監視員の指示に従う

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７

　　元気の出るスポーツクラブのぎ事業

ヨ ー ガ 教 室
　シェイプアップはもちろん、肩こ
り・腰痛予防・姿勢のゆがみを調整し
バランスのとれた美しい身体を作り
ませんか？
日　時　７月１４日～８月１１日
　　　　毎週水曜日（全５回）
　　　　１部　午後６時４５分～８時
　　　　２部　午後８時１５分～９時３０分
会　場　町公民館
講　師　ヨーガインストラクター
　　　　下山真由美さん
定　員　各部先着１０名
参加費　クラブ会員　１０００円
　　　　非会員　　　15００円
持ち物　運動のできる服装、タオル、飲み物
　　　　ヨガマット（バスタオル可）
申込期間　７月１日～１２日
　　　　　※定員になり次第締切
申込方法　参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課　　　　　撒（５７）４１８７
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貸出カードの更新

　住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

　休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
　開館中に、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

日　時　７月２日（金）
　　　　午前１１時～１１時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　グレース森

日　時　７月１３日、２０日、２７日（火）
　　　　午前１１時～１１時２０分
会　場　１階おはなしコーナー
対　象　幼児
ボランティア団体　ピノキオ

日　時　７月１７日（土）
　　　　午後２時～２時３０分
会　場　１階おはなしコーナー
プログラム　絵本と紙しばい　他
対　象　４歳位から小学生
図書館職員

こども映画会

「ロビンフッド」
日　時　７月２４日（土）
　　　　午後２時～３時２５分
会　場　２階ホール
対　象　５歳以上

学校移動図書館巡回日程

　ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
　ただし、児童書が中心でビデオテ
ープの貸し出しは行っていません。
７/１　新橋小　　12:50～13:35
７/７　南赤塚小　13:00～14:00
７/８　友沼小　　13:00～14:00
７/１３　佐川野小　13:05～13:50
７/１５　野木小　　12:45～13:30

新着図書案内

＜一般書＞
○不等辺三角形　　　　（内田康夫）
○すれ違う背中を　　　（乃南アサ）
○いいんだか悪いんだか
　　　　　　　　　　　（林真理子）

○さすらう者たち
　　　　　　　　（イーユン・リー）
○変わる！政治のしくみ
　　　　　　　　　（ＰＨＰ研究所）
○日本の宇宙開発　　（学習研究社）
○紙の本が亡びるとき？　（青土社）
○カラスのお宅拝見！　　（新樹社）

＜児童書＞
○おらんうーたんのおうち
　　　　　　　　　　（岩合日出子）
○わにわにのおおけが　（小風さち）
○ソルハ　　　　　　　（帚木蓬生）

「ぼくにもできるかな？
おもしろ体験隊」

「エコ工作体験」「バルーンアート
体験」を行います。ぜひお越しくだ
さい。
主催・おはなし冒険団
（子どもゆめ基金支援事業）

日時　７月１１日（日）
　　　午前の部１０：３０～１２：００
　　　午後の部１３：３０～１５：００
会場　図書館２階ホール
内容
　●午前の部「エコ工作体験」
　講師：加藤美智子
　　　　　　　　（アトリエびっき）
　参加者持参：新聞紙１日分、

２1年度の統計
※（　）内は１日平均の数

50日巡回日数
6,628人(133人)貸出利用者数
17,103冊(342冊）貸出図書数

学校移動図書館（５校）

282日開館日数
118,027人(419人)入館者数
47,717人(169人)貸出利用者数
164,194冊(582冊)貸出図書数
107,090冊(380冊)一　般（内訳）
57,013冊(202冊)児　童

93冊(0.3冊)布絵本
 9,967冊(35冊)貸出雑誌数
8,123点(29点)貸出ビデオ数
1,771点(  6点)貸出DVD数
10,320点(37点)貸出CD数
47点(0.2点)貸出テープ数

369枚貸出カード再発行枚数
421件1,808枚複写利用件数

155,430冊図書数
107,708冊一　般（内訳）
40,007冊児　童
3,082冊郷　土
4,528冊参　考
57冊布絵本

2,551冊雑誌数
3,137点ビデオ数
4,128点CD数
315点LD数
189点テープ数
97点CD-ROM数
224点DVD数

本　　館

２１年度ベストリーダー
一般書

 365回①あたしんちシリーズ
146回②うちの３姉妹シリーズ
79回③１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１･２

児童書
1,450回①かいけつゾロリシリーズ
224回②黒魔女さんが通るシリーズ
223回③ミッケシリーズ

雑　誌
299回①すてきな奥さん
 281回②オレンジページ
195回③婦人公論

Ｃ　Ｄ
27回①エクスプレッションズ

26回
②しあわせになれるうた～あなた
　に幸運をつれてくる３０曲

 25回
③ＣＤＴＷＩＮ　こどものうた～
　獣拳戦隊ゲキレンジャー

ビデオ
34回①おでんくん　①
 32回②ドラえもんのび太と雲の王国
31回③トムとジェリー　１１
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親子セミナー

　多種なプログラムを用意しました。
親子で楽しく参加してください。
日時・内容　プログラム参照
会　場　町公民館
対　象　町在住小学生と保護者（祖父母可）
定　員　先着１５組（３０名）
受講料　１人 １５００円
申込期間　７月５日～１６日
申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館　　　　  　撒（５７）４１７７

第２９回町長杯議長杯争奪
町民将棋大会

日　時　７月１１日（日）午前９時３０分～
場　所　町公民館
対　局　５戦方式（A・Bの２クラス)
※初参加者は、１０日（土）に認定対局
持時間　３０分（経過後は一手３０秒）
参加費　２０００円 中学生以下１２００円
　　　　　　　　　（賞品・昼食代）
　賞　A・Bクラスとも１位～５位
申込期間　７月１日～４日
申込方法　電話で町公民館(将棋ク
　　　　　ラブ会員は担当役員)へ。
　　　　　当日参加不可。

問町将棋クラブ役員　服部撒（５７）１１５９
　　　　　　　　　青木撒（５６）１７０４

着付けと民踊舞踊講座
　町文化協会民踊舞踊部主催の初心
者対象講座です。
　興味のある方は、ぜひ参加してみ
てください。
日時・内容　プログラム参照
講　師　新井　厚子さん
会　場　町公民館
対　象　町在住在勤者
定　員　先着１５名
受講料　無料
申込期間　７月１日～８日（２日～電話可）
申込方法　町公民館へ

問町生涯学習課　　  　撒（５７）４１７７

子どもチャレンジ

夏休み工作教室
　みんなで、石ころアートとミニチ
ュアいすを作ろう！
　石ころの形をよく見て、魚や電車
など、いろいろな物を描いてみよう。
　また、木片でミニチュアいす作り
にもトライしよう。
日時・内容　プログラム参照
会　場　町公民館
対　象　町在住小学生
受講料　５００円
定　員　先着２０名
講　師　ＳＶＣ（公民館サポートボランティア）
申込期間　７月１２日～２３日
申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館　　  　　　撒（５７）４１８８

パソコン・サロン
　ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。
日　時　７月８日（木）
　　　　午後１時～４時
　　　　７月１７日（土）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
会　場　町公民館２階第４研修室
申込不要
※都合により日程変更の場合もあり
ますので、公民館掲示板で確認する
か、問い合わせてください。

問町公民館　　 　　 　撒（５７）４１８８

ジュニアリーダースクール
～元気な中学生・高校生　あつまれ！～

　様々なレクリエーションなどを通
じて、自主的にイベントを考え、積極
的に活動したい中学生・高校生を募
集します。

日時・内容　プログラム参照
会　場　町公民館
対　象　中学生・高校生
参加料　３００円
定　員　先着１５名
講　師　（財）日本レクリエーション協会
　　　　コーディネーター、インストラクター等
持ち物　エプロンと三角巾
　　　　(８月２５日のみ)
申込期間　７月１２日～２３日
申込方法　参加料を添えて町公民館へ

問町公民館　　　　　　撒(５７)４１８８
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　 ULTUREC

プログラム
内　容日　時

石ころアート作り
７月２８日(水)

９:３０～１２:００

ミニチュアいす作り
７月２９日(木)

９:３０～１２:００
※内容変更の場合があります。

プログラム

内容・講師日　時回

・開講式
・衝撃模擬体験と交通安全
　講師：日本自動車連盟（ＪＡＦ）

７/２７(火)
１０:００～
１２:００

１

・皮細工
　皮を使いストラップやキー
　ホルダーブローチ等を作ります。
　 講師：小関良枝先生

８/５(木)
１０:００～
１２:００

２

・現地学習
　ハム工場にて手作りハ
　ムを作ろう

８/１９(木)
９:００～
１４:００

３

・おやつづくり
　杏仁豆腐・ロールサンドイッチ
　 講師：諏訪洋子先生
・閉講式

８/２７(金)
１０:００～
１２:００

４

※手作りハムは材料費１ｋｇあたり１，５７５円
　（税込）かかりますが、１０ｃｍ程度のウィン
　ナーソーセージ約３０本持ち帰れます。この
　材料費は別途集金します。
※内容変更の場合もあります。

プログラム

内容・講師日　時回

女物、着物の種類と柄づけ
ゆかたの着方、帯の締め方

７/１２(月)
１０:００～１２:００
１

付けさげ模様、とび柄つけさげ
色無地の着方、わりつけ柄の着方

７/２６(月)
１０:００～１２:００
２

帯の種類と締め方
①半幅帯②名古屋帯
嘘帯の締め方④丸帯の変
わり結び

８/９(月)
１０:００～１２:００
３

８/２３(月)
１０:００～１２:００
４

四季と着物（ゆかた、合わせ）
布地、柄による四季それ
ぞれの選び方、着方

９/１３(月)
１０:００～１２:００5
９/２７(月)
１０:００～１２:００6

着物を着た時の礼儀作法
正しい姿勢、座り方の基本

１０/２５(月)
１０:００～１２:００7

一人で着物を美しく
　　　着るために

１１/８(月)
１０:００～１２:００8

※内容変更の場合もあります。

プログラム
内容・講師日　時回

レクゲーム
チャレンジ・
ランキング

仲間づくり
レクリエ
ーション

(開講式)
初めまして
皆さん
よろしく

８月
４日(水)
14:00～
16:00

１

実技
グループ
対抗ゲーム

アイスブ
レーキング
(究 極 の
レクゲーム)

レクの
指導法

８月
11日(水)
14:00～
16:00

２

講話と

実技

キャンプと
レクリエー
ション
テントの
張り方

キャンプ
について

８月
18日(水)
14:00～
16:00

３

講話と

実技

お別れ
パーティー

新たなる
旅立ち
(閉講式)

８月
25日(水)
14:00～
16:00

４
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がっこうがっこう

茅
部
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
 
川
崎 　
 
達
也 

か
わ
さ
き 

た
つ
や

  
僕
は
部
活
動
会
会
長
の
川
崎
達

也
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
野

木
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。
野
木
中
の
部
活
動
は

と
て
も
盛
ん
で
去
年
の
春
、
夏
、

秋
の
下
都
賀
地
区
の
学
校
対
抗
の

部
で
三
連
覇
と
い
う
す
ば
ら
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。
本
校
は
全

部
で
十
五
の
部
活
動
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
ど
の
部
活
も
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
「
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ　
 

文
武
両
道　

光
る
汗
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

野
木
中
の
敷
地
は
と
て
も
広
い

で
す
。
校
庭
で
は
五
つ
の
部
活
動

が
で
き
ま
す
。
栃
木
県
で
も
数
少

な
い
恵
ま
れ
た
環
境
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

茅
新
入
生
歓
迎
会
を
計
画
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
 
塩
川 　
 
志
保 

し
お
か
わ 

し
ほ

  
一
年
生
が
入
学
し
て
ま
も
な
く

行
わ
れ
る
新
入
生
歓
迎
会
。
か
わ

い
い
ト
ト
ロ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
吹
奏
楽
の

演
奏
。
そ
し
て
「
や
く
先
生
」
を

は
じ
め
と
し
た
キ
ャ
ラ
の
濃
い
一

年
二
組
が
舞
台
の
演
劇
。
こ
れ
を

見
れ
ば
野
木
中
学
校
の
行
事
や
生

活
は
も
う
完
璧
で
す
。
こ
ん
な
に

も
楽
し
い
演
劇
に
参
加
で
き
た
こ

と
を
私
は
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

茅
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
受
講
し
て

　
　
　
　
　
　
　
 
笹
崎   
ち
ひ
ろ

さ
さ
ざ
き

  
私
は
初
め
て
学
級
委
員
長
に
な

っ
て
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
研
修
会
は
各
学
級
委
員

長
や
常
任
委
員
長
、
生
徒
会
が
集

ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構

え
を
、
若
菜
先
生
、
石
塚
先
生
の

お
話
を
通
し
、
あ
ら
た
め
て
実
感

で
き
た
場
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
は

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
大
変
で
す
が
、

私
は
委
員
長
に
な
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
く

の
経
験
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま

だ
、
委
員
長
と
し
て
未
熟
だ
け
ど
、

少
し
ず
つ
み
ん
な
の
頼
り
に
な
る

委
員
長
に
成
長
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

茅
朝
の
奉
仕
活
動

　
　
　
　

野
球
部　
 
横
山 　
 
慎
也 

よ
こ
や
ま 

し
ん
や

 
僕
た
ち
野
球
部
は
月
曜
日
の
朝

に
奉
仕
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
休
日
に
落
ち
葉
な
ど
で
汚

れ
た
玄
関
前
の
階
段
な
ど
を
、
お

客
様
を
迎
え
る
前
に
き
れ
い
に
す

る
た
め
で
す
。
こ
れ
は
野
球
部
の

伝
統
で
あ
り
、
誇
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

茅
新
入
生
歓
迎
会

　
　
　
　
　
　
　
　
 
山
本 　
 
一
平 

や
ま
も
と 

い
っ
ぺ
い

  
中
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ
に
新

入
生
歓
迎
会
が
あ
っ
た
。
生
徒
会

の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
、
中

学
校
の
様
子
を
劇
で
説
明
し
て
く

れ
た
。
お
か
げ
で
学
校
の
様
子
や

行
事
の
内
容
を
楽
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
も
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
中

学
校
は
厳
し
い
ば
か
り
で
な
く
楽

し
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
と
思
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
が
不
安
か

ら
期
待
に
変
わ
っ
た
一
日
だ
っ
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
絶
大
な
る
理

解
と
協
力
の
お
陰
で
、
落
ち
着
い

た
学
校
生
活
、
真
面
目
な
学
習
態

度
、
活
発
な
部
活
動
が
展
開
、
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
も
す
ば
ら
し
い
活
躍
と
成

果
に
、
大
き
な
自
信
と
誇
り
、
母

校
愛
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

茅
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
 
石
川  　
 
俊
介 

い
し
か
わ 

し
ゅ
ん
す
け

　

我
が
野
木
中
で
は
、

「
日
本
一
の
あ
い
さ
つ
」
の
目
標

の
も
と
、
毎
朝
、
生
徒
会
と
生
活

委
員
会
が
協
力
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
生
徒
が
朝
か
ら
気
持
ち
よ

く
学
校
生
活
を
送
る
為
に
も
元
気

な
あ
い
さ
つ
を
心
が
け
て
い
ま
す

  
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
風
ニ
モ
負
ケ
ズ

  
年
中
無
休
の
あ
い
さ
つ
運
動
！

今
日
も
一
日
、
元
気
よ
く
！　
　

「
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
・

文
武
両
道　

光
る
汗
！
」

　
　
　
　
　

校
長　
 
金
山 　
 
哲
郎 

か
な
や
ま 

て
つ
ろ
う

　

本
校
で
は
、
２
年
前
よ
り
「
さ

わ
や
か
な
あ
い
さ
つ　

文
武
両
道 

　

光
る
汗
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調

和
の
と
れ
た
教
育
に
努
め
て
い
ま

す
。
部
活
動
を
通
し
て
心
身
の
錬

磨
に
努
め
、
学
習
指
導
の
充
実
に

よ
り
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
き
れ
い
な
環
境
の
も
と
で
、

居
が
い
の
あ
る
学
校
生
活
が
で
き
、

感
動
あ
る
学
校
行
事
等
を
通
し
て
、

思
い
出
多
い
中
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
教
職
員
・
保
護
者
・
生
徒

が
一
体
と
な
り
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館　℡(57)9155　　あかつか児童センター　℡(54)1440 （18）（18）

恭新橋児童館

算ママの時間

　シュガークラフト？　あま～い砂
糖を材料にしてオリジナルのステキ
な作品に挑戦してみては・・
　日常生活を離れ、エレガントな時
間に浸ってみませんか☆彡
日　時　７月２日（金）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　幼児と保護者
参加料　２５０円
申　込　代金を添えて児童館まで

算楽しいクッキング

　暑い！！こんな時にはやっぱり冷
た～いアイスクリ～ムをたっぷり食
べたいでしょ竃
　みんなでアイスクレープを作るぞ
～！！
日　時　７月３日（土）
　　　　午前１０時～正午
対　象　幼児と保護者・小学生
参加費　１人　１００円（講師料）
申　込　代金を添えて児童館まで

算ママ講座

　いよいよ暑い夏到来烏　口当たり
の良い冷たい物は進むけど、ご飯を
食べてくれないのよね～
　Ｏー１５７等の食中毒も気になる
し・・・　こんな時だからこそ食育の
プロに話を聞いてみよう！
日　時　７月６日（火）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加料　無料
申　込　電話にて児童館へ

算親子でヨガ！

　涼しい室内で癒しの曲に合わせ、
硬くなった身体をほぐしてみません
か？
日　時　７月１０日・２４日（土）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加料　１組　５００円（講師料）
申　込　当日代金を添えて
　　　　直接児童館まで

算すいか割り大会

　今年もみんなですいか割りをしよ
う！　とっても甘いすいか☆おいし
いよ～～
日　時　７月２０日（火）
　　　　午後２時スタート

対　象　幼児と保護者、小学生
参加費　１００円
申　込　代金を添えて児童館まで
　　　　（１５日締切）

恭あかつか児童センター

算七夕週間

　あかつか児童センターに笹を立て
かけます。
　家で作ったもの、センターで作っ
たものどちらでもＯＫです。
日　時　７月１日～７月７日
　　　　開館時間中
対　象　全児童と保護者

算ぴよぴよぐみ

　絵本『はらぺこ　あおむし』をテー
マに遊びます。
　あおむし・ちょうちょに変身して、
可愛くなること間違いなし！
　カメラのご用意をお勧めします。
日　時　７月５日（月）
　　　　午前１０時３０分～１１時
対　象　０歳から１歳６か月の親子
参加料　無料
申　込　児童センターへ（電話可）

算みんなでドレミ！

　親子で楽しくふれあい遊びを音楽
を使ってやってみませんか？
　ドレミでレッツ　ゴ‐！
日　時　７月１３日（火）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　幼児と保護者
参加料　無料
申　込　児童センターへ（電話可）

算デコっちゃお！

　第２回のデコっちゃお！は、食器
にデコレーションします。
　詳しくは、児童センター・新橋児童
館・保健センター・公民館ロビーの広
告をご覧ください。
日　時　７月１６日（金）
　　　　午前１０時３０分～正午
対　象　幼児と保護者
参加料　５００円
申　込　参加費を添えて
　　　　児童センターへ（電話不可）

算すいか割り大会

　すいかがおいしい季節になりまし
た。すいかを割って食べましょう。
日　時　７月２３日（金）
　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
対　象　全児童と保護者

参加料　１人１００円
　　　　　（３歳未満は無料）
申込期間　７月１日～２０日
申　込　参加料を添え児童センターへ
　　　　（電話不可）

算バドミントン教室

　みんなでいい汗かきませんか？
　ご家族やお友だち同士も大歓迎！！
　もちろん１人でもＯＫです。
日　時　７月２７日（火）・３０日（金）
　　　　８月１７日（火）・２０日（金）
　　　　全４回　午前１０時３０分～１１時３０分
　　　　　※日程が変更になる事もあります
　　　　　　のでご了承ください。
対　象　小学生以上
参加無料
申込期間　７月１日～２０日
申込方法　児童センターへ（電話可）

恭合同イベント

算プラネタリウムへＧＯ！

　楽しい夏休みの思い出と星の素晴
らしさを一緒に見てきましょう。
期　日　７月２６日（月）
　　新橋児童館午前９時１５分集合
　　あかつか児童センター
　　　　　　　午前９時３０分集合
　　解散　　　午後４時３０分（予定）
場　所　栃木県立わくわくグランディ科学ランド
対　象　全児童と保護者
参加料　４歳未満の親子１組２５００円
　　　　４歳以上の親子１組２８００円
　　　　小学生以上　　１人１３００円
申込期間　７月１日～２３日
申込方法　参加料を添え児童館・児
　　　　　童センターへ（電話不可）

算遠足

　暑い夏は、水族館で決まり！！今
年の児童館・児童センターの遠足は、
『茨城県大洗水族館』です。毎年たく
さんのお友だちが参加してくれる楽
しいイベントです。今年も皆さんの
ご参加をお待ちしています。
期　日　８月６日（金）
　　　　児童館・児童センター：
　　　　出発時間　午前７時４５分
場　所　茨城県大洗水族館
対　象　全児童と保護者
参加料　１歳未満　　　　　無料
　　　　１歳～２歳　　　１７００円
　　　　３歳以上　　　　２０００円
　　　　小学生以上　　　３０００円
　　　　大人　　　　　　３５００円
申込期間　７月１日～３１日期日厳守
申込方法　参加料を添え児童館・児
　　　　　童センターへ（電話不可）

（18）
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「げんきっこくらぶ」

　暑い日が続いて、もうすぐ夏本番ですね。

お家にいるお子さんは、どうお過ごしでしょ

うか？

　丸林保育所では、子育て支援「げんきっこ

くらぶ」の活動をしています。

　お子さんを連れたママはもちろん、パパや

おじいちゃん、おばあちゃんも大歓迎です。

　日々の活動として、歌や手遊び、絵本の読

み聞かせなどをしています。

　曜日によって、体操や楽器遊び、リトミッ

ク、お製作など色々と用意をしています。

散歩のついでに立ち寄ったり、お子さんやマ

マの友だちづくり、そろそろお家で遊ぶのも

あきたかなと思ったときに、いつでも気軽に

お越しください。

　我が子と同年齢の子たちが気になる方は、

保育室に入って見学したり、一緒に遊んだり

することもできます。

　また、悩みを抱えてる方も、いつでも相談

できます。

　我が子を思えば思うほど、悩みは出てくる

ものですね。お子さんも一人一人違います

から、お母さんがどんな悩みを抱えていても

はずかしいことはありません。

　これは話しにくいな、ささいな事なんだけ

どななどと思っていても、ぜひ相談してみて

ください。

　保育所では、専属の管理栄養士や看護師も

います。保育士はもちろんのこと、我が子を

育てるかのように、皆、親身になって相談に

乗らせていただきます。

　気持ちが軽くなって、また子育てが楽しく

なりますよ。

　子育てを一緒に楽しみましょう。ぜひ遊

びに来てください。

丸林保育所保育士　黒川　悦子

あなたはストレスに強い？弱い？

　同じストレスにさらされた場合でも、心
に大きなダメージを受ける人と、さほど受
けない人とがいます。このようにストレス
の受け止め方は個人差が大きくみられます。
　次のチェックリストであなたのストレス
耐性度を調べてみましょう。

【ストレス耐性度チェックリスト】

（19）

　
各項目ごとに当てはまるものに○をつけ、１か
ら４までの評価数字がそれぞれいくつあるか
を下の表に記入します。○の数と評価数字を
かけたものが点数。その合計点から判定して
ください。

い

つ

も

し

ば

し

ば

と

き

に

め
っ
た
に
な
い

項　　目

４３２１　冷静な判断をする１
４３２１　明朗である２
４３２１　表現するほうである３
４３２１　楽しい４
１２３４　人の顔色が気になる５
４３２１　前向き６
１２３４　うらやましがる７
４３２１　動くことが好き８
１２３４　人をとがめる９
４３２１　人の長所をみる10
４３２１　融通がきく11
４３２１　手紙の返事をすぐ書く12
４３２１　のんき13
４３２１　事実を確かめる14
４３２１　配慮する15
４３２１　感謝できる16
４３２１　友人が多い17
１２３４　家庭内不和18
１２３４　仕事がきつい19
４３２１　趣味がある20

合計４３２１評価数字
２０○の数

点　数

【判定】
　２０～４０点　ストレスに強い
　４１～５０点　普通
　５１～８０点　ストレスに強い

（桂戴作氏による）

町健康福祉課社会福祉係
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古
河
市

算
新
「
古
河
市
」
合
併
５
周
年
記
念

　

第
５
回
古
河
花
火
大
会

　

３
尺
玉
３
発
を
は
じ
め
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン

な
ど
新
型
花
火
等
を
約
１
５
０
０
０
発
打
ち
上
げ

ま
す
。

日　

時　

8
月
7
日
（
土
）　

　
　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

１０

４０

　
　

※
雨
天
翌
日

場　

所　

古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

　
　
　
　

（
渡
良
瀬
川
河
畔
）

問
観
光
物
産
課　
　
　
　
　
　

撒（　

）３
１
１
１

９２

加
須
市

算
加
須
市
内
４
館
の
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

野
木
町
の
皆
様
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

初
回
貸
出
時
に
は
氏
名
や
住
所
な
ど
が
確
認
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
休
館
日　

加
須
は
火
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　

騎
西
・
北
川
辺
・
お
お
と
ね
は
月
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　

※
上
記
以
外
に
、
年
末
年
始
、
館
内
整

　
　
　
　
　

理
日
（
原
則
と
し
て
月
末
）、
特
別

　
　
　
　
　

整
理
期
間

開
館
時
間　

加
須
は
午
前
９
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

　
　
　
　
　

騎
西
・
北
川
辺
・
お
お
と
ね
は

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

問
加
須
図
書
館　
　

撒
０
４
８
０（　

）８
２
０
０

６１

　

騎
西
図
書
館　
　

撒
０
４
８
０（　

）３
１
７
８

７３

　

北
川
辺
図
書
館　

撒
０
２
８
０（　

）４
４
０
０

６２

　

童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

撒
０
４
８
０（　

）２
２
１
１

７８

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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　皆さん、童謡の『この道』と言う曲をご存じと思います。

『この道はいつか来た道　ああ　そうだよ　あかしやの花が咲いてる』そんな曲が

とても似合う所でした。

　西、東、水を湛えた水田に囲まれ、南から見ると三角形の島が浮かんでいるかの如

き風景を醸しだしていました。まるで日光のハ丁出島の様でした。不思議なほど冬

は温かく、夏は涼しく、よく涼んだ事を思い出します。

　昭和４７年新幹線用地として東の端を買収されてしまいましたが、今も昔の名残は

残っています。

　私の脳裏にある風景はしっかりと蘇ります。その後、国の政策により米作りの減

反政策を強いられ、あの美しい風景は壊されてしまいました。雑草は勿論、葦は長く、

セイタカアワダチソウが茂り、見るも無残な姿を見せていました。

　年に一度、春の農地の病虫害防除のため芝焼きをしましたが、昔の風景を知って

いるだけに、本当に辛い思いがしたものです。近くに住宅地もあり、火の不始末でも

起きないか、いつも心配をしていました。

　時は過ぎて平成の年号を迎えました。

　序々に、少しずつ農地基盤整備の話が持ち上がり、若林・佐川野・南赤塚・南飯田の

４地区により、平成９年に若佐南土地改良区が設立されました。

　若佐南土地改良区においては、様々な事情により町にお願いして農地を減らし、

農村公園用地として土地を残しました。平成１７年には、念願の土地改良基盤整備、暗

渠排水事業も完成し、平成２２年３月に県、町当局のご

理解、ご協力のもと農村公園が整備されました。

　若林地区には広場がなく、公園の完成を地区の皆

さんには喜んで頂けると思っています。土地改良の

道路をウォーキングし、公園内の遊歩道を散歩して

小さな丘を登り、頂上の四阿で景色を見ながら休憩

するもよし。町民のコミュニケーションの一角にな

る事を希望しています。

　町民の多くの方々に愛される若の原農村公園にな

る事を願っています。数年後は山桜が咲き誇ると思

います。色々な小鳥たちも沢山います。森林浴を含

めお出かけ下さい。

　（私は若の原農村公園の名付け親として短歌を詠んでみた）

　『若の原　自然の花の　散歩路　足腰鍛え　心身共に』

若の原農村公園地の思い出



ご
み
不
法
投
棄
の 

一
斉
監
視
を
実
施
し
ま
し
た

　

環
境
美
化
推
進
の
た
め
に
町
環
境

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
平
成

会
（
不
法
投
棄
監
視
員
）
が
中
心
と

な
り
総
勢
約　

名
に
よ
る
ご
み
の
不

７０

法
投
棄
監
視
活
動
を
５
月　

日
に
実

２９

施
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
栃

木
県
の
「
と
ち
ぎ
の

環
境
美
化
県
民
運

動
」
の
一
環
と
し
て

も
併
せ
て
実
施
し
、

栃
木
県
小
山
環
境
管

理
事
務
所
か
ら
も
８

名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
の
不
法
投
棄
が
多

い
場
所
を
中
心
に
巡
回
と
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

 　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
の
ほ
と

ん
ど
が
、
分
別
を
す
れ
ば
き
ち
ん
と

ご
み
集
積
所
に
出
せ
る
ご
み
で
し
た
。

「
水
路
の
ご
み
を
拾
う
と
よ
ど
み
が

な
く
な
り
、
徐
々
に
水
が
澄
ん
で
い

っ
た
。」と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

回
収
し
た
ご
み
の
量
は
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
約　

台
、
重
さ
に
し
て
約
６
ト
ン

２０

を
回
収
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
ま

た
、
一
度
汚
れ
た
場
所
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
変
な
こ
と

で
す
。
ご
み
を
捨
て
る
行
為
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

町
生
活
環
境
課

Topics ～町の話題・投稿～

れ
ん
げ
畑
に
て
体
験
活
動

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

の
景
観
形
成
活
動
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
度
農
用
地
に
蒔
い
た
れ
ん
げ
が

咲
き
そ
ろ
い
、
地
元
の
佐
川
野
小
学

校
と
赤
塚
小
学
校
の
児
童
が
体
験
学

習
に
訪
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
児
童
た
ち
は
満
開
の
れ
ん
げ
畑

を
走
り
回
っ
た
り
、
花
飾
り
を
作
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

れ
ん
げ
の
里
川
田

　
　
　
　
　
　

代
表　

鈴
木　

敏
男

供
食
生
活
改
善
推
進
員
会
僑

「
減
塩　

運
動
」
を

１ｇ

呼
び
か
け
！

　

野
木
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
の

メ
ン
バ
ー
が
５
月　

日
、　

の
塩
分

２１

１ｇ

を
減
ら
す
「
減
塩　

運
動
」
を
行
い

１ｇ

ま
し
た
。

　

公
民
館
や
体
育
館
の
前
で
、「
い
つ

も
の
食
事
か
ら
塩
分
を　

減
ら
す
工

１ｇ

夫
」
な
ど
に
つ
い
て
声
を
か
け
、
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
り
な
が
ら
減

塩
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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６月１日現在
人口 男 12,631人

女 12,977人
計 25,608人

世帯数　 9,110

町の人口

町内の交通事故

4件数
５
月
累
計

0死者

4傷者

25
(-17)

件数
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

0
(-1)

死者
（増減）

37
(-23)

傷者
（増減）

町内の救急出場

73
出場
件数５

月
累
計 69
搬送
人員

133
(+19)

出場
件数
（増減）

　
　

年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

125
(+24)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

1空き巣
５
月
累
計

0自動車盗

1車上ねらい

3自転車盗

13
(+6)

空き巣
（増減）

　

年
累
計（
前
年
比
）

２２

5
(0)

自動車盗
（増減）

12
(+6)

車上ねらい
（増減）

9
(-1)

自転車盗
（増減）

今月の納期
第２期

第１期

第１期

第１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

煉瓦窯の保存修復費用として、
　皆様の寄附金・募金を受付けています。
産５月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

　　　寄附金　　　　　　

　　　（内ふるさと納税　３４０，０００円）

　　　募　金

　　　　計

　これからも皆様のご協力をお願いいたします。　

　　

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために　　　　未来に残すために！！

３，０４４，２５２円

１９８，９７８円

３，２４３，２３０円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら 

　

〜
南
赤
塚
小
田
植
え
体
験
〜

　

６
月
４
日
、
南
赤
塚
小
学
校
６
年

生
に
よ
る
田
植
え
体
験
が
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
蛙
の
跳
び
は
ね

る
水
田
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
手

作
業
で
少
し
ず
つ
丁
寧
に
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。
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コラムひろコラムひろ
野木町長
真瀬宏子
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と
ち
ま
る
く
ん　

町
長
を
表
敬
訪
問

　

５
月　

日
に
、
来
年　

月
に
栃
木

２１

１１

県
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最
大
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、
全
国
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
「
ス
ポ

レ
ク
供
エ
コ
と
ち
ぎ
僑
２
０
１
１
」

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の

「
と
ち
ま
る
く
ん
」
が
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
も
開
催
に
向
け
、
Ｐ

Ｒ
活
動
や
協
賛
事
業
な
ど
の
協
力
を

し
て
い
く
方
針
で
す
。

伺ご提案やご意見をお寄せください外

　町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

　宛先　〒３２９‐０１９５（住所不要）

　　　　野木町長　真瀬宏子　行

胸ファックスで　姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

　町ホームページトップページの

　「ご意見箱」をクリックしてください。

―花に寄せて―花に寄せて――

　町では花を育てる優しい心と花の美

しさを愛でる豊かな心をもって明るい

町づくりをしようと、以前より“花いっ

ぱい運動”を提唱しています。まだ道半

ばではありますが、ボランティア活動

によって、町内各地に花の輪が出来て

きています。

　花咲かせ隊、野木宿は

ないっぱい推進会、若の

原農村公園や水辺の学校

の地域の人々、公民館フ

ラワーサークル、各公園

花の会の皆様、オープンガーデンご協

力の方々等、町民の皆様のボランティ

ア団体のお力により少しずつ花いっぱ

いが広がってきました。この他にも人

知れず、密やかに行われている“花いっ

ぱい運動”があるに違いありません。感

謝のみです。いずれ花の輪が大きく一

つになることを期待しています。

　先日東京に行っての帰り、駅ホーム

に降り立ち階段を上がっ

てきましたら、さわやか

な花が出迎えてくれまし

た。この花は野木町更生

保護女性会の皆さんが飾

ってくださっているものだそうです。

うれしい限りです。

　今年もひまわりフェスティバルの季

節です。

日　時　７月２０日（火）

　　　　午後５時３０分～７時

会　場　役場本館２階大会議室

申　込　不要（当日、会場にて記名）

その他　事業関係の利害に関する話題は遠慮

　　　　させていただきます。

問政策課　　　　　　　　撒（５７）４１３３

　

人  
権  
標  
語

「
あ
そ
ぼ
う
よ
」　

み
ん
な
い
っ
し
ょ
は　

楽
し
い
ね

友
沼
小
学
校　
 
鈴
木 　
 
天
羽 

す
ず
き 

あ
ろ
は

　
　
　

（　

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２１

地
域
県
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

県
が
地
域
住
民
の
方
か
ら
意
見
や

要
望
を
伺
う
「
地
域

県
政
懇
談
会
」
が
、

去
る
６
月
２
日
、
役

場
新
館
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
対
象
の
友

沼
・
潤
島
両
地
区
か
ら　

名
の
方
が

１６

参
加
さ
れ
、
県
・
町
職
員
と
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。



旧 野木宿道標塚
　道標があるところは、江戸時代末期、
日光街道の混雑を緩和する為の栃木へ
通じる「日光近裏道」と呼ばれた脇街
道入口にあたる。
　道標には「是より太平道」と刻まれ
ているが、下部が欠けているため、建
立年は知ることはできない。だが、小
山市下生井地内に「太平道」道標があり、
嘉永５年（１８５２年）に建てられたもので、
関連があると思われ同年代頃と考えら
れる。
　１５０余年間、
人々の往来な
どを見守って
きた道標は、
町内で確認さ
れているもの
では、この一
基のみであり、
平成２２年３月、
町指定文化財
になりました。

317
問問問問記記問問問問問問訪訪おお達達達達達達者者ささ

ん
お達者さ

ん

GGGGGGaaaaaalllllllllllleeeeeerrrrrryyyyyy
ギャラリー

　飯塚　キヨさん
　Kiyo　Iizuka

(松原4東）
古古古古古古古古古古古古古古古古古古古古民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民古民家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家

ミニチュア

鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴
木木木木木木木木木木

ママママママママママ
ツツツツツツツツツツ
ささささささささささ

鈴
木　

マ
ツ
さ
んんんんんんんんんんん（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（　

歳
）

8888888888444444444484
（（（（（（（（（（
中中中中中中中中中中
之之之之之之之之之之
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　嫁いで60年、何もないところで不便だった…。
　実家が上大野（古河市総和）だったので帰るのに子ど
もの手を引いて歩いて行くか、国道4号線に出てバスで
古河駅まで行って、諸川行きバスに乗り換えて行くか、
一日かかりで大変だったです。
　体に良いこと…、朝目が覚めると腕を回したり、足を
上げたり下ろしたり準備運動を30分やってから起きる
こと。ゲートボールは三輪自転車で週に二回参加して
います。
　寒い時期は編み物。ベストやセーターを編んでいま
す。暖かくなると畑仕事をして、ほうれん草・さやえん
どうがいまは食べ頃かな…。
　これからスイカとカボチャを植えようと思って…。
孫達が大好きなんで作ろうかと思ってます。
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　古民家との出会いは、30年前に日光へ旅
行に行ったときおみやげ屋で見つけたとき
からです。一時間ほど眺めていました。
　材料は夫に聞いてそろえ、道具も夫が全
部手作りしてくれました。見よう見まねな
ので最初は3か月くらいかかりました。
　引き戸は細工が細かくて割れてしまった
り、敷居を作るのがまた一苦労です。屋根
は紐を力一杯引いて締めていくので、指が
曲がってしまいました。
　協力してくれた夫が亡くなり、今では道
具の手入れがしてもらえません。
　今、制作中です。後屋根ができれば完成
です。
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